
品質保証書付

こ使用の前に必すこの取扱説明書を

よくお読みの上正 しくお使しヽくださしヽ。

また、本書は大切に保管してくださしヽ。

取りはすしてある部品は、本書をよく

読んで取り付けてくださしヽ。本品を

他のお客様にお譲りになるときは、

必す本書もあわせてお渡しくださしヽ。

安全基準A型

(2ヵ月～2才まで)

イラス トは

カルピコ プ リオール

PM-439
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●この製品|よ、一般家庭で乳幼児を乗せ、外気浴、

日光浴、買しヽ物などに使用するための
一人乗り乳母車

(ベビーカー)で す。

●対象年齢 :生後2ヵ月以上満2才まで

●望まししヽ連続使用時間 :2時 間以内

●組み立てる前に、裏表紙 「品質保証書」に次の項目を

記入してくださしヽ。

●ロットNO.(背 もたれ後側に貼つてあるシールに記

載されてしヽます。)

oお客様のお名前 ・こ住所 ・電話番号

●販売店名

●製品を使用する上でこ理解しヽただきたい警告および

注意事項を記載してしヽます。製品を正しく安全に

お使しヽしヽただき、危害や損害を末然に防止するための

ものです。ここに記載した内容を無視した場合、

お子さまおよび保護者の方が重大な傷害を被る恐れが

あります。よくお読みの上、製品をこ使用くださしヽ。

●注意事項|よ、危害や損害の大きさと切迫の程度を

明示するために、誤つた取り扱いを生じることが

想定される内容を 「警告」「注意」の2つ に区分して

しヽます。しヽすれも安全に関する重要な内容ですので

必す守つてくださしヽ。

●お守りしヽただく内容の種類を次の表示で区分し説明

してしヽます。

乳幼児が落ちたリベビーカーが

●開閉構造や八ンドルの切り替えのロックが確実に

かかってしヽること (完全に開しヽた状態であるか)を

確認してから使用してくださしヽ。同時に二つのレパ
ーを握らないでくださしヽ。

●階段 ・エスカレーター ・段差等のあるところでは使用

しないでくださしヽ。また、砂場/砂 浜/河 原/ぬ かるみ

等の悪路では使用しなしヽでくださしヽ。

ベビーカーが転倒して乳幼

●ベビーカーに同時に二人以上の子し幼児を乗せたり、

乳幼児をシート以外のところに乗せなしヽでくださしヽ。

0こ 使用中に八ンドルによりかかつたり、過度の荷重を

かけないでくださしヽ。



1折りたたまれる恐れがあります。

●軍し幼児を乗せたままベビーカーを持ち上げないで

ください。手がすべつたり、フロントガー ドが

はすれたりする恐れがあります。

●破損/異 常が発生した場合は、必す修理を受けてくださし

そのまま使用しますと、重大な事故につながる恐れがあり

ます。当社のお客様相談室にこ連絡ください。

児が落ちる恐れがあります。

●股ベルト・腰ベルトを必す締めて使用してください。

●字L幼児をベビーカーの中で立たせなしヽでくださしヽ。

児が落ちる恐れがあります

●学L幼児を乗せているとき、カゴ以外の所に荷物を

乗せたり、つるしたりしないでください。

●ベビーカーは空車であつても坂の途中/車 道に近い

歩道上など危険な場所に放置しなしヽでくださしヽ。

ベビーカーが動き出したり
転倒する恐れがあります。

●乳幼児や荷物を乗せたときには、ストッノ

しないでください。

く一を過信

●乳幼児を乗せたまま、

くださしヽ。

ベビーカーから離れないで



●シー トを取り|ますしたまま乳幼児を乗せなしヽでくださしヽ。すき間に手や足等をはさむ恐れがあります。

●幼児、子供にベビーカーを操作させなしヽでくださしヽ。転任」や思わぬ事故につながります。

●ベビーカーの開閉やリクライエング操作時には他人に触れさせなしヽでくださしヽ。

指をはさんだりする恐れがあります。

●空車であつてもフロントガードを持つて持ち運ばなしヽでくださしヽ。ベビ
ーカーが急に折りたたまれたり、

フロントガー ドがはすれたり、手がすべつて落下する恐れがあります。

●フロントガードの片倶」をはすした状態でフロントガ
ードを引つぱつて使用したりほヽりまわしたり

しなしヽでくださしヽ。破損の恐れがあります。

●フロントガードに|よ過度の力を加えなしヽでくださしヽ。また必要以上に広げたりしなしヽでくださしヽ。

●乳幼児を乗せる以外の目的で使用しなしヽでください。目的外の使用では破損等の恐れがあります。

●ベビーカーに大人が腰かけたり、過度な荷重を加えなしヽでくださしヽ。破損、故障の原因となります。

●ベビーカーを押すときは歩しヽてくださしヽ。走るとキャスタ
ーの動きが悪くなつたり、事故につながる

恐れがあります。

●買しヽ物カゴには5kg以上の荷物を入れないでくださしヽ。破損の原因となります。

●踏切を渡るときはできるだけ線路に直角に進んでくださしヽ。ななめに渡ると車輪をとられたり線路の

溝に車輪がはさまる恐れがあります。

●雪が積もつてしヽるところや凍結したところなど、すべりやすしヽ路画では使用しなしヽでくださしヽ。

ベビーカーだけでなく保護者も転径」する恐れがあります。

●風の強しヽときに|よ使用しなしヽでくださしヽ。勝手に動き出したり、転任」する恐れがあります。

●雷のときは使用しなしヽでくださしヽ。落雷の恐れがあります。

●火の近くや高温になる場所での放置、保管は避けてくださしヽ。故障、変形の原因となります。

●荷物等を重ねたり、圧力が加わるような状態で保管しなしヽでくださしヽ。故障や変形の原因になります。

●危険ですからむやみに改造、分解をしなしヽでくださしヽ。

●こ使用の前に、ネジやナットがゆるんでなしヽかチェックしてくださしヽ。ゆるみが発生した場合、

ただちに使用を中止して必す当社お客様相談室にこ連絡くださしヽ。そのまま使用しますと、

重大な事故につながる恐れがあります。

●お子さまがアームレストに手をかけたまま八ンドルを切り替えますと、手や指をはさむ恐れがあります。

必す手をかけてしヽなしヽことを確認してくださしヽ。

0



梱包時

取りはすしてある部品

カルピコ プリオールCX 力)レピコプリオール

PM-549 PM‐489 PM-439

衝 撃 吸 収 マ ッ ト ○ ⑤ ○

ピ ク エ ッ ク ト レ ー ○ ○ の

U  V ケア 日 除 け ○ ⑤

肌にやさ ししヽ素材シー ト ○ ○

ガ ー ド カ バ ー ○

ウ ォ ー ム ケ ッ ト ○ ○

り,い シブル (両表面)シ ート ○

フロントカバー (ビニル製) ○ ○

足 カ バ ー ( 布 製 ) ① ○ ○

手元操作部

ノ(ンドル

日除けレパー

八ンドルロック

アームレスト

アームジョイント

開閉ロック

買しヽ物カゴ

ウォームケット

(PM-549の み)

手元ロックボタン

八ンドル切替レバー

(グレー)

開閉レパー (白)

フロントカバー (PM-439)

足カパー (PM-549/489)

カゴ取り付けホルダー

日除け

シート

ガードボタン

(内側 外 側各 1)

シー トベル ト

(腰ベル ト 股 ベル ト)

フロントガード
ガードカバー

(PM-549/Ph/1-489)

アームレストカバー

足のせパー

ステップ

キャスターロックレバー

衝撃吸収マット

(シートの下)

リクライエングレパー

カゴフックホルダー

リクライエングパイプ

背もたれ

ロットNo`ステッカー

(14ペ ージの保証書にこ記入くださしヽ)

カゴフック

軸受けプレー ト

ピクニックトレー

ストッパー



●ロックを解除したまま使用しないでくださしヽ。無意識にレバ
ーを握つたときなど、急に折りたたまれたり、八ンドルが

動しヽてしまう恐れがあります。

●転tllの原因となりますから、同時に二つのレバ
ーを握らなしヽでくださしヽ。

0ロ ックがかかつたままレバーを握らなしヽでくださしヽ。故障の原因となります。

ベビーカーの 「開閉」操作と 「八ンドル切り替え」操作|よ、

o八 ンドル中央部上画の 「手元ロックボタン」をすらして、

ロックを解除します。(「ロック解除」の赤しヽステッカ
ーが

表示されます。)

のレバ
ーを握つて操作します。

操作が終わり、レパーから手を離すと、自動的に 「手元ロック

ボタン」が元の位置に戻り、ロックがかかります。

ロックがかかつたままで|よレバーは握れません。

レバーを間違えて握つたときは、いつたんレバーから手を離し、

もう一度oか らはじめてくださしヽ。

台             台
「開閉」か 「八ンドル切替」のどちらかのレバーを握る

,
操作後に手を離すと

ロックを解除する

ロックがかかります

●開閉ロックがかかつていなしヽときは、そのまま使用しなしヽでくださしヽ。急に折りたたまれる恐れがあります。

●開くときに|よ他人に触らせないでくださしヽ。手をはさむ恐れがあります。

●子供に操作させないでくださしヽ。転倒や思わぬ事故につながる恐れがあります。
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レ中央部の手元□

カーが表示され□

ドルを持ち上十ザる

を し下げるように

開き終わつて開閉レバーから手を離した後、次の点を確認して

くださしヽ。

●手元回ックボタンが元の位置にもどつてしヽる。

●左右の開閉ロックが完全に下まで降りてしヽる。

●八ンドルを持ち上げたときに、アームジョイントと

後フレームが離れなしヽ。

ロックがかかってしヽる

アームジョイント

開閉ロック

すき間がある

アームジョイント



●手元ロックボタンと八ンドルロックがかかってしヽなしヽときはそのまま使用しなしヽでくださしヽ。急に八ンドルが

切り替わる恐れがあります。

●お子さまがアームレストに手をかけたまま八ンドルを切り替えますと、手や指をはさむ恐れがあります。

必す手をかけてしヽなしヽことを確認してくださしヽ。

●危険ですからベビーカーを押しながら操作しないでくださしヽ。

●八ンドル中央部の手元ロックボタンをすらします。

赤しヽステッカーが表示され、ロックが解除されます。

のグレーの八ンドル切り替えレバーを握りながら、八ンドルの

向きをかえます。

八ンドル切り替えレバーから手を離した後、次の点を確認して

くださしヽ。

●手元ロックボタンが元の位置にもどつている。

●左右の八ンドルロックがロックピンにかかってしヽる。

●八ンドルを上下させても動かなしヽ。

ロックピン

ロックを解除する

ノ【ンドルロッ

●アームレストカバーを取りはすしたままお子さまを乗せなしヽでくださしヽ。すき間に手や足をはさむ恐れがあります。

●やぶれやほつれの発生したアームレストカバー|よそのまま使用しなしヽでくださしヽ。中のウレタンをお子さまが飲み込む

恐れがあります。

アームレストカノミーは必す取り付けて使用してくださしヽ。

OCの 突起をはすします。

のアームレストカバーを前方にすらします。

OA/B2つ の 「突起」を|よすします。

背もたれをいちばん倒した角度にします。

●イラストを参考に、アームレストカバーの左右を確認します。

OA/B2づ の 「突起」をア弘 レスト前側の穴2ガ訴にそれぞれ

差し込みます。

0ア ームレストカバーを後方にすらします。

OCの 突起をアームレストにとめます。

ゆつくり背もたれを上十ザ、背もたれの側画に引つかからないか

確認してくださしヽ。



●危険ですからベビーカーを押しながら操作しなしヽでくださしヽ。

●リクライエングパイプと背もたれの間に指をはさまないよう十分こ注意くださしヽ。

リクライエングレバーを指で起こしながら、背もたれの角度を変えます。角度調節|よ3段階です。

リクライエング
パイプ

背もたれ

お子さまを乗せてリクライニングを操作をするときは、できるだけゆつくり静かに行つてくださしヽ。

特に背もたれを倒すときには、急に向度が変わらなしヽように十分こ注意ください。

平たんな路画を押すとき、前輪の向きが変わり、方向転換がしやすくなります。

●キャスターを固定する位置を間違えて使用すると、押しづらしヽだけでなく故障の原因となります。必す正ししヽ位置で

固定してくださしヽ。

キャスターロックレバーを下げ、
ロックを解除します。

坂道や凹凸のある路画を押すときは、キャスターを固定します。
~~~ 背

画
左右のキャスターロック

レバーを上げて固定します。

固定する車輪位置は対面と

背画では違います。こ注意

くださしヽ。
ベビーカーを折りたたむと

きは、左のイラストの位置
で固定してくださしヽ。

●お子さまや荷物を乗せたときには、ストッパーを過信しないでください。ストッパ
ーをかけても動き出したり、転倒する

恐れがあります。

●お子さまを乗せたままベビーカーから離れないでくださしヽ。ベビ
ーカーが動き出したり転倒する恐れがあります。

●空車であつてもベビーカーから離れるときは、必す左右ともストッパ
ーをかけてくださしヽ。

ストッパーが不完全ですと動き出すことがあります。

●左右の後輪の内側にあるストッパーを下|ザるとストッパーのロックがかかります。ベビ
ーカーを

軽く前後に動かしてストッパーが正しくかかつてしヽるか確認してくださしヽ。         □

●解除するときはストッパーを上げてくださしヽ。



フロントガードを開くとお子さまの足が引つかからす、乗せ降ろしが楽にできます。

●フロントガードに関係なくお子さまを乗せるときは必すシートベルトを締めてくださしヽ。フロントガードは抜け出しや

立ち上がりを防ぐものではありません。    ｀

●フロントガードが確実に取り付けられたか必す確認してください。

●お子さまの乗せ降ろし時以外は、必すフロントガードは閉じてくださしヽ。すき間に手を入れると危険です。また、破

原因ともなります。

●フロントガードが確実にロックされたか必す確認してください。ロックが不完全ですと使用中に開しヽてしまう恐れが

あります。

●フロントガードをつかんで持ち運ぶことは、お子さまを乗せてしヽるときはもちろん、空車のときであっても避けてください。

手がすべつたり、フロントガードがはすれたりすると危険です。

●フロントガードは、ネジが見えるほうを下にしてアーAレ スト

先端の突起に差し込みます。

確実に固定されたか引つばつて確認してくださしヽ。

0フ ロントガード端の外側と内側2つのガードボタンを同時に

押し、アームレストからフロントガードを引き抜きます。

のフロントガードを持つて、下に降ろします。

o正 面から見て 「c,MBIタ タタ」の文字が正しく見えるよう

にフロントガードとガードカバーをあわせます。

の裏側のフアスナーをとめ、マジックテープをあわせます。

● 5k宮以上の荷物は載せなしヽでくださしヽ。破損の原因となります。

●角のとがつたものは載せないでください。破れの原因となります。

座画の下のカゴ取り付けホルダーの

レバーを上げ、カゴ枠をはさみこんだ

後、レパーを下げてロックします。

カゴフックを軸受けプレートの穴に

差し込みます。(カゴフックのある

側が後ろです。)

レ|い を上十ザる 取り付け方の逆の手順です。

荷物を入れて持ち運ぶとき|よ、

カゴ枠を持つてください。

折りたたむときはカゴフックを

背もたれのカゴフックホルダー

にかけてくださしヽ。

できるだけカゴ底に均等に荷重が加わるようにのせてくださしヽ。リクライエング操作に支障のなしヽ高さにしてくださしヽ。
ベビーカーの破損や荷物のつぶれの原因になりますから、折りたたむときには荷物を取り出すか、買い物カゴこと取りはすして

くださしヽ。



ホックをとめる
ます、足のせを引き出し、シ

ー トのホックをとめてくださしヽ。

●足カバー上画の裏側に付しヽている長いほうのベルトをフロントガ
ードの下恨」から

巻き付け、マジックテ
ープでとめてくださしヽ。      i

O足 カバ
ー両側面のホックとア

ームレストカバーのホックをとめてくださしヽ。

足カバーの底画|よ使用時は常に足のせの下側になるようセットしてくださしヽ。

●乗せおろしのときは上画のベル トをはすせばフロントガ
ー ドを開くことができます。

足のせの下倶」に

ます、足のせを引き出 し、シ
ー トのホックをとめてくださしヽ。

●フロントガードを開き、フロントカバ
ーのゴムベルトに通します。

のフロントガードを閉じて、フロントカパ
ーの上画をフロントガードにかぶせます。

底画は使用時は常に足のせの下倶」になるようセットしてくださしヽ。

●材質の特性上フロントガードや日除けの色が移ることがあります。

●フロントカバーは足カバーのように前に優」すこと|よできません。

●フロントカパーの代わりに別売の 「足カバーD-1型」を取り付けることもできます。

ここでは、股ベル トと腰ベル トを合わせてシ
ー トベル トと呼びます。

お子さまを乗せるときは必すシ
ートベル トを締めてくださしヽ。

また、シートベル トを締めてしヽても、万
一の抜け出し、立ち上がりに対しては十分注意してくださしヽ。

●お子さまを乗せるときは必すシ
ートベル トを締めてくださしヽ。締めすに乗せるとお子さまが落ちる恐れがあります。

●できるだけたるみを取つて、しつかりと締めてくださしヽ。

●ベビーカーを開くとき|よ他の人に触らせなしヽでくださしヽ。手をはさむ原因となります。

●子供にベビーカーを操作させなしヽでくださしヽ。転侮」や思わぬ事故につながる恐れがあります。

0図 の●部のボタンを押すと左右の差し込みバックルが

|よすせます。シー トベル トを締めるときは股ベル トのパックルに

左右の差し込みパックルを確実に差し込んでくださしヽ。

また腰ベル トを引つ|ざつてはすれなしヽか確認してくださしヽ。

●長さ調整のときに差し込みバックルを取り|ますした場合は、

右図のとおりに確実に取り付けてくださしヽ。

し込みバック)レ

3cm以 上   日 ｀

]要ハWレ トL郎甘次uレト



●シートを取りはすしたままお子さまを乗せなしヽでください。すき間に手や足をはさむ恐れがあります。

●やぶれやほつれの発生したシートはそのまま使用しなしヽでくださしヽ。中のワタをお子さまが飲み込んだり、シート本来の

機能が果たせなくなる恐れがあります。

●シートを取り付ける際に、ゴムベルト、ホック類を確実にセットしてくださしヽ。取り付けが不完全ですとケガや破れ等の

原因となります。

0ま す、足のせを使つてしヽるときには、シート前端のホックをは

すしておきます。

0背 もたれ裏側のフックにかけてある左右2本のゴムベルトをは

すします。(PM-549の リバーシブルシートは3本)

0シ ートベルトをベルト通し穴から抜き取ればシートは取りはす

せます。ノミックルやホックが通し穴に引つかかることがありま

すから、丁寧に扱つてくださしヽ。

0衝 撃吸収マットは、シートベルトを抜き取り、左右1本のゴム
ベル トをはすします。

●背もたれをしヽちばん倒して、衝撃吸収マットをのせ、腰ベルトと

股ベルトを通し、ゴムベルトをフックに力Hナます。

のシートをのせ、腰ベルトと股ベルトを通します。

0背 もたれを起こし、ゴムベルトを裏側の両側画計4ヵ所のフッ

クに力Hナます。

OPM-549の り,い シブルシートを使用するときは、ゴムベルトも

豪側に通し直し、計6ヵ所のベルトを力Hナます。

シートは洗濯機で丸洗いができます。洗濯方法は13ページを

こ覧くださしヽ。

衝撃吸収マットは取り付けなくてもこ使用になれますが、シート

|よ必す取り付けてこ使用くださしヽ。衝撃吸収マットは必すシー

トの下に敷き、ゴムベルトをとめてください。

PM-549の シートは裏返して使うことができます。

図のようにシート前端部と側画のカバーを裏返し、ゴムベルトを

スリットから出します。

日除けの差し込み部分を、アーム

ジヨイント上部の穴に差し込み

ます。ツメがかかって固定されます。

後ろのホック2個を背もたれ後部の

生地のスリット(穴)を 通して

とめます。

前2本のステー (中骨)を 持つ

てひろ|ザ、左右の日除けレバー

の関節部を押し下げロックしま

す。

後ろのホックをはすし、差し込み

部分のツメを指ではすしながら、

引き抜きます。

日除けレパーの関節部を下から

押し上げてから、たたみます。

次に、マジックテープをあわせ

ます。

●国除けは一番前までは倒れません。無理に倒すとはすれたり、
破れたりする恐れがあります。

アームジョイント



足のせを出 してし`ると、お子さまが寝たとき、楽な姿勢
で眠れます。

使用するとき|よ、シ
ートを持ち上|ザ、座面にある足のせバ

ーを前端で止まるまで引き

出します。シートをのせ必すホツクをとめます。

使用しないときは、シ
ートのホックをはすし、足のせバ

ーを座面の中に押し込みます。

お出かけ先で、お子さまがベビ
ーカーに乗つたまま、ピクエツクランチなどの軽食をとることができま

す。また、おもちやなどを乗せて遊んだりお出かけがし`つそう楽
しくなります。

●トレーの上に字L幼児
・子供・大人が乗つたり、3k宮以上のものを乗せるなどの過度な力をallえ

ないでください。

転倒や思わぬ事故につながる恐れがあります。また、破損の原因
になります。

●トレーをつかんで持ち運ぶことは、お子さまを乗せているとき
はもちろん、空車のときであつても避けてください。

破損の原因になります。また、 トレ
ーがはすれたりすると危険です。

●必すトレーを確実に取り付けた状態でこ使用くださし`。取り付けが不完全ですと
、お子さまがケガをする恐れがあります

また、 トレーの破損の原因になります。

●ベビーカーでの移動の際には、トレ
ーの上におもちゃや食べものなどのものを置かなしヽでくださしヽ。トレ

ーに置いたもの

転がつたり、落ちたり、食べものなどをこぼす原因となります。

芽卍慰緞 亀F蓮靖飛堂=輯品)ぃがこ使用に
なれます。

ご々荷示当イトじ斐ξ花誉媛↓1宅牲丹牲ξ買!力Pl'ど堵肇首唇信赳景ほ濯
後は、フロントガ

ードを必す取り付けてください。

(8ページをこ参照ください)

冷えやすしヽ足元から肩まであたたかくつつむので、寒い日のお出かけ
やベビーカーでのお昼寝に活躍します。

●ゴムベルトにベビ
ーカーの

股ベルトを通します。

のウォームケット上部を折り返

します。

o足 カパ
ーを使用しないときは

アンダーカバーにシ
ート前端

をくるみ、お子さまの足を入

れるように使います。

ゴムベルト アンダーカバー



●手元ロックボタンと開閉ロックがかかってしヽなしヽときはそのまま持ち運ばなしヽでくださしヽ。急に開しヽてしまう恐れが

あります。

●引つかかりや、|よさみ込み等を感じたら、しヽったん開しヽて原因を確認してくださしヽ。無理に折りたたむと破損する

恐れがあります。

折りたたむ前に下記の操作を行つてくださしヽ。

●八ンドルを背画位置にしてくださしヽ。

(6ペ ージをこ参照ください)

のキャスターを背面で使用する位置で固定してくださしヽ。

(7ペ ージをこ参照してくださしヽ)
0背 もたれを一番起こした位置にします。

(7ペ ージをこ参照くださしヽ)

0買 しヽ物カゴのカゴフックを背もたれのカゴフックホルダーに

かけます。

0日 除けをたたみます。

(10ページをこ参照くださしヽ)

0シ ー トベル トのパックルをとめてくださしヽ。

(9ペ ージをご参照くださしヽ)
0フ ロントガードを取り付けてくださしヽ。

(8ペ ージをこ参照くださしヽ)

ます、ベビーカーの後ろに立って、八ンドル中央部の手元ロック

ボタンを右にすらします。赤しヽステッカーが表示されます。

次に自しヽ開閉レバーを握り、八ンドルを前方向に軽く持ち上げる

ようにしながら、前輪を支点にして矢印の方向に力を加えると

折りたためます。

ロックを解除する

0ノ (ンドルを

/背 画位置にする＼

ー

0国 除けをたたむ

oバ ックルをとめる

0フロントガードを  知
閉じる

のキャスターを
固定する

スムーズに折りたためなしヽと

きは、車体にシー トやシー ト

ベル ト等がはさみ込まれてしヽる

ことが考えられます。無理に

力を加えす、しヽつたん開き、

はさみ込んでしヽる物を|よすして

くださしヽ。開閉レパーから手を

離した後、手元ロックボタンが

元の位置に戻つてしヽるか (開か

なしヽ状態になってしヽるか)を

八ンドルを持ち上げて確認して

くださしヽ。

＼
ヽ

●火の近くや夏期の車内等高温になる場所での保管は避けてくださしヽ。

●荷物を重ねたり、圧力が加わるような状態で保管しなしヽでくださしヽ。

故障や変形の原因となります。

故障や変形の原因となります。

●直射日光を避け、湿気が少なく雨やほこりのかからなしヽ場所に立てて保管してくださしヽ。屋外で保管する場合はカバーをかける

ことをおすすめします。

●車のトランクに入れて運8 場ヽ合|よ、買しヽ物カゴを下にして寝かせてくださしヽ。



●シートおよびウオ
ームケット (PM-549の み)の 洗濯

シート|よ洗濯機で丸洗しヽできますが、以下の点にこ注意

くださしヽ。取りはすし方は10ペ
ージをこ覧くださしヽ。

●40℃ 以下の液温で、弱水流で洗つてくださしヽ。

●通常の洗濯用洗斉」が使用できますが、漂白斉」や漂白斉」入りの

洗斉」は使えません。使用する洗斉」の注意書きもよくお読み

くださしヽ。

●長時間つけ置きせす、短時間で洗しヽ上|ザてくださしヽ。

色落ちの原因となります。

●十分すすぎ、軽く脱水した後、形を整えて平干しして

くださしヽ。

●乾燥機の使用や ドライクリ
ーニングはできません。

●日除け、アームレストカバ
ー、股ベル ト、腰ベル ト、足カバ

ー

(カルピコ プ リオ
ールCX DL-549/489の み)の 洗濯

●40℃ 以下の液温で、ブラシ又はスポンジにて軽く洗つて

くださしヽ。

●通常の洗濯用洗斉」が使用できますが、漂白斉」や漂白斉」入りの

洗斉」は使えません。使用する洗斉」の注意書きもよくお読み

くださしヽ。

●よくすすいだ後、乾しヽた布で水分を8、き取り、陰千しして

くださしヽ。

※製品の特性上若干色あせすることがあります。

※洗濯の際|よ天然脂肪酸をベ
ースとした蛍光斉」・漂白斉」・酸素

などを含まなしヽ 「コンビ お むつ ・肌着洗しヽ」をおすすめし

ます。また、快適にお使しヽしヽただくために頻繁に洗濯する

ことをおすすめします。

●衝撃吸収マットの洗濯

衝撃吸収マットはシ
ー ト洗濯のときなどに陰干しして乾燥

させてくださしヽ。

洗う必要があるときに|よ、通常の洗濯用洗斉」を使用してくだ

さしヽ。手で押し洗しヽをして、軽く脱水するか、乾しヽたタオル

等で水分をとつた後、日陰で平干しをしてくださしヽ。

もみ洗しヽや、きつく絞つたりしなしヽでくださしヽ。また、乾燥機

の使用や ドライクリ十二ング|よ避けてくださしヽ。

●車体の清掃には中性洗斉」以夕+|よ使用しなしヽで

くださしヽ。部品の変質、劣化の原因となります。

●車輪やプラスチック部品及び金属部品の汚れは、水を含ませ

よくしぼつた布で8、き取ります。汚れがひどしヽとき|よ薄めた

中性洗斉」を含んだ布で8、しヽた後、水を含ませよくしぼった布で

数回8 きヽ取り、洗斉」分が残らなしヽようにします。

●お子さまがなめる可台剛生の高しヽフロントガ
ー ド、

アームレスト等には油が付着しなしヽようこ注意くだ

さしヽ。

きしみ音が発生したり、作動が鈍くなつて注油が必要と思わ

れる場合は、必す潤滑油を少量お使しヽくださしヽ。多すぎると、

ほこりが付きやすく、かえつて機能を低下させます。注油箇所の

泥や汚れはあらかじめよくる、き取つてくださしヽ。

なお、下のイラス トの箇所に|よ注油しなしヽでくださしヽ。作動

不良を起こす原因となります。

手元操作部

シートベル
バックル

キャスター

回転部

八ンドルロック及び
ロックピン

フロントガード取付部
及びロックピン

開閉ロック及び
アームジョイント付近

0こ 使用中に車体の破損、異常、ネジのゆるみやシ
ート及びシートベル トに破れ ・ほつれ等が発生した場合や、部品の交換または1多理

が必要な箇所を発見した場合、直ちに使用を中止して当社お客様相談室にこ連絡くださしヽ。そのまま使用しますと、重大な事故につ

ながる恐れがあります。お問しヽ合わせの際は、背もたれ後倶」に貼つてあるシ
ールをこ覧になつて機種名をお知らせくださしヽ。

お客様相談室 〒 339 埼 玉県岩槻市鈎上新田2フ 1 TEL.(048)ア 97-1000 FAX (048)フ 98-6109

(西日本担当)〒 542 大 阪府大阪市中央区南船場2-1-10 TEL(06)263-4① 3] FAX.(06)263-4533

●ネジ類のゆるみ、部品の欠損及び作動不良等の異常がなしヽか適時点検してくださしヽ。

●危険ですからむやみに改造や分解|よしなしヽでくださしヽ。

●お手入れの際に取りはすした商品|よ、本書をよく読み正しく取り付けてくださしヽ。取リタ|したままですとお子さまが危険です。

●本製品の1多理/部 品販売の際|よ、まつたく同じ部品がなしヽ場合があり、色や仕様が若千異なることがありますので、あらかじめ

こ了承くださしヽ。製品使用上十よ差しつかえありません。


